
オクリンク

I C T 授 業 事 例

その他 小1国語 の活用事例はこちら

STEP 1

①前時までに作った「これは、なんでしょう」クイズを発表することを確認

使い方動画 前回の授業の続きから授業を始める方法

聞く・話す 「これは、なんでしょう」

アプリ

友だちのクイズに関心をもち、クイズの工夫を考えることができる。クイズのヒントから答えを類推し

考えることができる。
ねらい

STEP 3

⑥本時の学習の振り返り

・友だちのクイズのいいところを発表する（「楽しかった」「よかった」の感想だけでなく、どのようなヒントがよかったか、うまく考えて

あったか、ともだちのヒントの工夫に気づけたかなど、めあてに即した振り返りをする）

⑦個人の振り返り（オクリンクカードの ☺☺☺ を蛍光ペンで塗って提出）

１．ともだちのクイズのいいところを見つけることができた

２．ともだちのヒントからこたえをかんがえることができた

３．2人できょうりょくしてクイズをはっぴょうすることができた

小学校区分 1年学年 国語教科等

参考事例

STEP 2

◆ めあて ： ともだちのクイズのいいところを見つけよう

使い方動画 画面をクラス全員に共有する方法
イラスト素材：いらすとや

https://www.irasutoya.com/

１．ともだちのクイズのいいところを見つ

けることができた。

２．ともだちのヒントからこたえをかんが

えることができた

３．2人できょうりょくしてクイズをはっ

ぴょうすることができた。

使い方動画 基本的なカードの作り方

教科･単元別一覧に戻る

②クイズのルールを確認

（クイズを出すときは相手に聞こえる声で話す、ヒントを聞いてから手を挙げる、1

つのヒントにつき質問や意見は2つずつまで等）

③６～７名のグループに分かれて、オクリンクの発表モードを使い「これは、なんで

しょう」クイズを行う

④グループの中でクイズの感想を伝え合い、グループで一番いい問題を選ぶ

⑤各グループで選んだクイズをクラス全体に発表し、クイズに答える

https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/usecase/list.html?grade=%E5%B0%8F%E5%AD%A61%E5%B9%B4&subject=%E5%9B%BD%E8%AA%9E&utm_source=fansite&utm_medium=pdf&utm_campaign=2024supportercasestudy_018
https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/operation-list-app/voiainho6.html?utm_source=fansite&utm_medium=pdf&utm_campaign=2024supportercasestudy_018
https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/operation-list-app/cfrtf523b.html?utm_source=fansite&utm_medium=pdf&utm_campaign=2024supportercasestudy_018
https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/operation-list-app/sr670ogcz.html?utm_source=fansite&utm_medium=pdf&utm_campaign=2024supportercasestudy_018
https://bso.benesse.ne.jp/miraiseed/fansite/info/kyokatangenbetsujirei.html?utm_source=fansite&utm_medium=pdf&utm_campaign=2024supportercasestudy_018
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